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研究成果の概要（和文）：アフリカにおいて老人の権威は、政治経済領域だけでなく宗教儀礼領域を含んだ「力」とし
て人びとに経験される。本研究は、こうした老人の「力」を＜老いの力＞と呼び、東アフリカ地域を対象としたフィー
ルドワークによる民族誌的な比較の手法を用いて、グローバル化といった社会変化にともなう＜老いの力＞の生成と変
容のプロセスを解明することを目的とした。本研究は、東アフリカ地域において、民族誌的に＜老いの力＞がどのよう
に形成されているのかを示したうえで、近年の国家政治やグローバル経済と結びつき、老いの制度と力が変容している
ことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In East Africa, the authority of the elderhood has been not only based on the 
political and economical, but also on the religious and ritual power. However, in these days the 
globalization has transformed the power of the elderhood in local communities. This study focuses on how 
the elderhood has been established and transformed in East Africa by focusing on the religious and ritual 
spheres, based on field research in Ethiopia, Kenya, Uganda and Comoro Islands.
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１． 研究開始当初の背景 
 

(1) 将来的には、アフリカにおいても高齢化
が予測されており、現代アフリカの老人研究
が必要とされているが、これまでのアフリカ
の老人研究では、近代産業社会の高齢者研究
をもとに、公的領域から離脱した非生産的で
社会的な弱者である高齢者のみに焦点を当
てる傾向にある。しかし、アフリカで起きて
いる老人をめぐる事象を理解するためには、
政治経済的な要因だけでなく、先行研究が扱
うことのなかった宗教儀礼領域における人
びとの経験世界を合わせて考えなければな
らない。 
 
(2) 東アフリカの諸社会では、老人の権威と
しての＜老いの力＞は、家畜や土地の所有、
女性の支配などの政治経済的な権力だけで
はなく、呪詛と祝福などの宗教的実践、慣習
法や儀礼方法などの知識として人びとに経
験される。つまり、東アフリカにおける＜老
いの力＞とは、下位世代に対する経済的政治
的だけでなく、宗教的儀礼的あるいは呪的で
霊的な優位さでもある。人びとはそれに対し
て尊敬と畏怖というふたつの態度をもつ。＜
老いの力＞は両義的な性質をもつのである。
本研究は、こうした＜老いの力＞に焦点を当
てる。 
 
２． 研究の目的 
 
グローバル化の進行するアフリカにおいて、
＜老いの力＞は様々な形で変容している。こ
うした変容は社会関係の中でも特に世代関
係に現れる。新自由主義経済や「政治の自由
化」をともなうグローバル化は、ローカルな
老人と若者の世代関係を再編成し、宗教儀礼
領域において新しい経験の回路を開いてい
ると思われる。それにより、それまで社会秩
序を生成していた＜老いの力＞が、突如とし
て否定的にも肯定的にも経験されることに
なる。本研究では、このように複雑に展開す
るグローバル化のなかで、21世紀のアフリカ
の＜老いの力＞が再編成されるプロセスを
民族誌的に明らかにすることを目的とする。 
 
３． 研究の方法 
 
本研究は、フィールドワークにもとづき、宗
教儀礼領域から＜老いの力＞がどのように
生成・変容しているのかを民族誌的に明らか
にする。具体的な調査対象社会と宗教儀礼領
域は次の通りである。エチオピアとケニアに
またがるボラナ社会（研究代表者：田川）、
ケニア海岸部中部・西部のギリアマ社会（研
究分担者：慶田）、ケニア海岸部南部ドゥル
マ社会（研究分担者：浜本）、インド洋のコ
モロ諸島とフランス・マルセイユにあるコロ
モ移民コミュニティ（研究分担者：花渕）、
ケニアとウガンダのルオ系社会（研究分担

者：椎野）。研究代表者と分担者は十年以上
にわたり該当地域においてフィールドワー
クを継続してきており、現地の社会変化につ
いて多くの知識をもつ。特に老人の研究にお
いては、特定の人びとのライフコースについ
ての知識をもつことは、本研究の遂行にとっ
て有益である。 
 
４． 研究成果 
 
(1) 多くのアフリカ社会では、数年にいちど
行われる成人儀礼（イニシエーション） に
参加した少年たちは互いを同年輩者として
認識するようになり、自分たちよりも前に成
人儀礼を受けたものたちは年長者、自分たち
よりも後に受けたものたちは年少者となる。
アフリカ 社会においては、個人の属性とし
ての年齢よりも、年長・同年輩・年少といっ
た相対的な関係が重要である。また、人生の
プロセスは、世代関係として捉えられる。多
くのアフリカ社会では結婚し子どもをもつ
ことによってようやく一人前となる。 さら
に、孫をもつようになれば尊敬される老人と
なる。さらに、年長であるということは、多
くの人びとと結びつくということを意味す
る。結びつきは系譜的な関係であるほかに、
特定の社会をこえたネットワークともなる。
このため、ときとして老人は隣接社会との紛
争調停において重要な役割を果たす。つまり、
老いることは、社会的に時間的な深度と空間
的な広がりをもつことである。したがって、
老いることは、すべて否定的に捉えられるこ
とはなく、むしろ社会的な知識や能力、権威
の獲得と結びつき、また、人生において達成
しなくてはならない社会的な地位である。 
 
(2) 本研究では、このように老いることによ
って獲得され、老人であるからこそ社会に及
ぼすことのできる何がしかの力を＜老いの
力＞と呼ぶことにする。アフリカにおける＜
老いの力＞の源泉の一つは、老人の政治的地
位や経済的優位を作り上げる制度にある。社
会によっては、長老階梯という年齢のステー
ジや親族集団における年長者という地位に
は政治的経済的な特権が与えられる。また、
＜老いの力＞のもう一つの源泉は、老人の宗
教儀礼的な知識と力に由来している。老人は、
祖先にもっとも近い位置にあり、親族集団の
祖先祭祀や慣習に通じていることから、年少
者に対して優位にある。また、老人は祝福と
呪詛といった神秘的な力をもつとされるこ
とも多い。祝福とは特定の人物や社会全体が
よりよい状態となることを祈願する行為で
あり、呪詛とはその反対によくない状態とな
ることを願う行為である。ただし、アフリカ
において老人を敬うことは、所与の傾向性で
あるため、＜老いの力＞を、人びとが老人を
敬う単なる動機づけとして捉えるべきでは
なく、＜老いの力＞とどのように関係して維
持されているのか、あるいは変化するのかを



検討をする必要がある。このような検討を加
えることによって、近代社会において 与え
られる老いの否定性を相対化し、老いること
の可能性を広げ、また、人間の普遍的な現象
である老いがどのように作り出され意味づ
けられてきたのか、人間社会の本質を考える
材料となる。 
 
(3) 老人や高齢者のどの「相貌」を捉えるの
かによって当該社会にとって老いの問題が
異なってくる。慶田の調査したケニア海岸部
のギリアマ社会では、呪詛や妖術によって周
囲の人びとをマイナスの状態に陥れる負の
＜老いの力＞が現れる一方で、それが「孫と
祖父母」に代表される冗談関係の笑いによっ
て、老いの正の側面へと復することが示され
る。 
 
(4) 浜本と慶田の調査したケニアの海岸部
ミジケンダ系社会では、かつて老人は子ども
に対して社会的に正当な呪詛の力を保持し
ていた。その呪詛の力をもつとされてきた老
人が、近年では反社会的な妖術師として疑い
をかけられ、ときとして殺害される事件も発
生していた。こうした老人像の変化は、グロ
ーバル化した政治経済的な変動という背景
のなかで解釈することが可能である。 
 
(5) 老人になることとは、単に年をとるこ
とだけではなく世代関係のなかで地位が上
昇するということである。東アフリカ地域
には年齢体系という社会制度をもつ社会が
多く存在しているが、それらは個人の老い
を規定するだけでなく、世代関係を作り出
す。田川の調査した南部エチオピアの牧畜
民ボラナの年齢制度では、男性すべてが老
人階梯を終えることが新たな世代を生成す
ること、祝福の＜老いの力＞が社会を再生
産することに結びついていることが示され
る。 
 
(6) これまで、年齢体系の研究が明らかにし
てきたことは、「老いる」ことは誰しもが辿
るプロセスであるが、一方で「老人」の地
位は能動的に獲得しなくてはならないとい
うことである。このため、年齢体系は誰し
も老いるという平等性と、個々の能力によ
って達成される地位という競争性のふたつ
の極を揺れ動く。さらにグローバル化によ
る社会や経済の構造的変化がその揺れ動き
に大きな影響をもたらしつつある。花渕の
調査したコモロ諸島のンガジジャ島では、
男性は年齢階梯制度のなかで威信ある老人
の地位に上昇することを目指す。さらにこ
の事例で興味深いことは、ローカルな年齢
階梯制度における儀礼が、フランスへの出
稼ぎというグローバルな経済行為と結びつ
き、老いの威信の競争が激化していること
である。それによって、＜老いの力＞の獲
得は難しくなっているが、それは逆に、威

信ある老いへの欲求が高まっていることを
意味する。 
 
(7) 老いることは年齢体系という制度によ
って形作られるだけではなく、親族関係の
なかで多くの子孫を生み出し父系親族集団
における地位の上昇である。椎野は、調査
したケニアの一夫多妻制社会のルオにおい
て、両極となるふたりの人物に焦点を当て、
豊饒性とセクシュアリティを含む男女の老
いの多様性について明らかにした。 
 
(8) 上述した主な調査結果は、田川玄、慶
田勝彦、花渕馨也編『アフリカの老人―老
いの制度と力の民族誌』（九州大学出版会、
2016年）にまとめた。 
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